
渡辺紘文
映画監督

石飛徳樹
朝日新聞記者、映画評論家

司 会パネリスト

榎田竜路
メディアプロデューサー、

（合）アースボイスプロジェクト代表社員

公式サイト：hashimotoshinobu100th.com

 

シンポジウム
橋本忍生誕 100年

理不尽への怒りと狂気に至る世界
～橋本忍脚本の魅力と影響力～

　基調講演　中島丈博（脚本家）

平成３０年１１月１１日（日）
午後 1:00 開場　午後 1 : 3 0 開演

会場：市川町文化センター　ひまわりホール

参加無料
定員500名

高橋信裕
博物館学、高知みらい科学館館長、

元文化環境研究所所長、元常磐大学教授

パネリスト

中島丈博
脚本家

基調講演・パネリスト パネリスト

●主催：兵庫県市川町（橋本忍生誕 100 年記念事業実行委員会）（企画制作：合同会社アースボイスプロジェクト）　●共催：橋本忍記念館　●後援：日本シナリオ作家協会（予定）、兵庫県、神戸新聞
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石飛徳樹（朝日新聞記者、映画評論家）

1960年、大阪市生まれ。神戸大学法学部卒業。84年、朝日新聞
社入社。現在、東京本社の文化くらし報道部で主に映画を担当。
カンヌやベネチアなどの国際映画祭や米国アカデミー賞のリポー

トも行っている。2001年から 10年余り、キネマ旬報誌で「テレビ時評」を連載した。
著書に新聞の連載を集めた『名古屋で書いた映画評 150 本』（徳間書店）、編著書
に高倉健の最後の映画を扱った『もういちど　あなたへ』（朝日新聞出版）。

◉お問い合わせ
橋本忍生誕 100 年記念事業実行委員会事務局

（合同会社アースボイスプロジェクト内）

Tel : 0467-24-1740　Email : info@ev-pj.com

市川町役場　地域振興課
Tel.0790-26-1015 Fax. 0790-26-3121

中島丈博（脚本家）

1935年、京都市生まれ、高知県中村市 ( 現在の四万十市 ) に
疎開。57年、シナリオ作家協会シナリオ研究所第１期生。修
了後、橋本忍氏に師事。61年『南の風と波』(東宝映画・橋

本忍監督) を師と共作。75年『祭りの準備』(ＡＴＧ・キネマ旬報脚本賞、毎
日映画コンクール脚本賞 )、98 年『あ、春』( 松竹・毎日映画コンクール脚本賞、
ベネチア国際映画祭批評家特別賞 ) ほか。テレビ脚本に 87 年『絆』(ＮＨＫ・
芸術選奨文部大臣賞 )、89年『恋愛模様』『海照らし』(ＮＨＫ・第八回向田邦
子賞)など。大河ドラマは『草燃える』ほか4本を執筆。脚本監督作品に『郷愁』

『おこげ』。99年紫綬褒章、2007年旭日小綬賞。昼ドラ『真珠夫人』『牡丹と薔薇』
はそのドロドロ愛憎劇が社会現象となる。小説 00年『野蛮な詩』(角川書店)、
17 年『ITSUKI 死神と呼ばれた女』（文藝春秋刊）発表。

高橋信裕
（博物館学、高知みらい科学館館長、
元文化環境研究所所長、元常磐大学教授）

1948年生まれ、高知県宿毛市出身。高知県観光特使、高知
みらい科学館館長。慶應義塾大学文学部卒業。卒業論文『伊丹万作とその世界』
により万作関係者で営まれる「板万会」との縁ができ、橋本氏との付き合いが
始まる。卒業後（株）乃村工藝社に入社、シンクタンク・文化環境研究所長
に就任。地域おこし、ミュージアム経営論、展示論を専門に、各地の博物館・
記念館等の設立に尽力すると共に慶応大学、早稲田大学、法政大学、國學院
大學、常磐大学等で教鞭を執る。
橋本忍記念館設立の際、資料整理、保管資料の考証、展示計画、データベース
化、『橋本忍 人とシナリオ』の復刊等を行い、プロデューサー的役割を果たす。

渡辺紘文（映画監督）

1982年栃木県大田原市生まれ。映画監督、脚本家、プロデュー
サー。日本映画学校にて天願大介監督に師事。2009 年、日
中韓共同横浜開港 150 周年記念映画『３つの港の物語』日

本篇『桟橋』監督。色川武大の遺稿『狂人日記』の舞台化などを経て、13 年、
故郷にて弟・音楽家の渡辺雄司と共に映画制作集団 大田原愚豚舎を旗揚げ、
第一回作品『そして泥船はゆく』が第 26 回東京国際映画祭他世界各国の映
画祭に出品される。以降 15 年『七日』、16 年『プールサイドマン』、17 年『地
球はお祭り騒ぎ』とデビュー以来 4 作連続で東京国際映画祭日本映画スプラッ
シュ部門に出品され、注目を集める。特に『プールサイドマン』では、第 29
回東京国際映画祭 日本映画スプラッシュ部門作品賞受賞他、カルロヴィ・ヴァ
リ国際映画祭、ユーラシア国際映画祭出品、NIPPON VISIONS JURY 
AWARD 受賞など、国際的にも好評を博した。
大田原愚豚舎　https://foolishpiggiesfilms.jimdo.com

榎田竜路
（メディアプロデューサー、（合）アースボイスプロジェクト代表社員 ）

1964年生まれ、神奈川県出身。法政大学経済学部卒業。メディ
アプロデューサー、音楽家。北京電影学院客員教授、（合）アー

スボイスプロジェクト代表社員、NPO 法人映像情報士協会理事長。公益財
団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会経済・テクノ
ロジー専門委員。専門の一つ、身体技法の研究から日本の伝統文化の底に息
づく「型」に着目、人の感覚を引き出す働きを応用し、地域情報のグローバ
ルな展開を支えるメディア手法や、地域や企業の情報をプロデュース出来る
人材の育成手法「認知開発 ®」を開発、全国に展開中。
アースボイスプロジェクト http://ev-pj.com

〒679-2315 兵庫県神崎郡市川町西川辺 715

◀公式サイト：
hashimotoshinobu100th.com
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